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関 係 法 令
政 令
（喜賢官）
予算決算及び会計令の一部を改正する政令（230) 8・3
国の債権の管理等に関する法律施行令の一部を改
正する政令 （231) 。
報 第129・130号
省 令
債権管理事務取扱規則等の一部を改正する省令
（大蔵62) 8 ・25
大学設置基準の一部を改正する省令 （文部2 1) 8・3 1
教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令
（同22) 。
支出官事務規程の一部を改Eする省令 （大蔵65) 9・29
国家公務員共済組合法施行規則の一部を改正する
省令 （同67) 9・30
訓 令
文部省所管日額旅費支給規程の一部を改正する訓
令（ 文部30) 8・3
人事に関する権限の委 任等に関する規程の一部を
改正する訓令（同31) 8・28
文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正する訓
令（同32)
学 内 規 則
富山大学大学問題対策本部に関
する規則を廃止する規則の制定
9・26
富山大学大学問題対策本部に関する規則を廃止する規則
を次のように制定する。
昭和45年8月7日
富山大学 長 後 藤 秀 弘
富山大学大学問題対策本部に関する規則を廃
止する規則
富山大学大学問題対策本部に関する規則（昭和44年8月
19日制定）は，廃止する。
附 則
この規則は，昭和45年8月7日から施行する。
富山大学受託研究取扱規則の制定
富山大学受託研究取扱規則を次のように制定する。
昭和45年8月7日
（趣旨）
富山大学 長 後 藤 秀 弘
富山大学受託研究取扱規則
第 1条 この規則は， 富山大学（以下「本学」という。）
におい て外部からの委託を受け て公務と して行なう研究
所得税法施行令の一部を改正する政令（260) 9・ 1 1 I で， これに要する 経費を委託者が負担するも の （ 以 下
国家公務員共済組合法施行令の一部を改正する政 I 「受託研究」と いう。）の取扱いに関 し，必要な事項を
令 （286) 9・29 I 定める。
回和42年度・昭和43年度及び昭和44年度における ｜ （定義）
旧令による共済組合等 からの年金受給者のため 特 ｜ 第2条 この規則におい て「部局」とは，文理学部，教育
別措置法等の規定による年金の額の改定に関する ｜ 学部， 経済学部， 薬学部， 工学部，教養部および 経営短
法律施行令の一部を改正する政令C287) I 期大学部をいう。
昭和4 5年 8月・9月 品4ヴー
ものとする。 ｜ 様式第 2号
3 契約担当官は，受託研究の契約を締結したときは，そ
の旨学長に報告し，当該部局長に受託研究契 約 通 知 書
（様式第4号） をもって通知しなければならない。
（研究の中止等）
2 この規則において 「部局長」とは，前項の各部局の長
をいう。
（研究の受託〉
第3条 受託研究は，本学の教育研究上有意義で、あり， か
つ，本来の教育研究に支障が生ずるおそれがないと認め
られる場合に限り行なうものとする。
2 本学における受託研究受入れの条件は，次のとおりと
す る。
(1）受託研究は， 委託者が一方的に中止することができ
ないこと。
(2）受託研究の結果，工業所有権等の権利が生じた場合
には， これを無償で使用させ，または譲与することが
できないこと。
(3) 受託研究に要する経費により取得した設備等は，返
還しないこと。
(4）やむを得ない事由により受託研究を中止し，または
その期聞を延長する場合においても，本学はその責を
負わず， 原則として受託研究に要する経費を委託者に
返還しないこと。ただし，特に必要あると認める場合
には，不用となった経費の額の範囲内において，その
全部または一部を返還することがあること。
(5）委託者は， 受託研究に要する経費を当該研究の開始
前に納付すること。
3 学長は，委託者が国の機関もしくは公社，公庫，公団
等政府関係機関，または地方公共団体である場合には，
契約担当官と協議のうえ，前項第3号および第 5号の条
件を付さないことができる。
（委託の申込み）
第4条 受託研究の申込みをしようとする者は，委託研究
申込書（様式第1号） に所定の事項を記入し， 当該部局
長あて提出しなければならない。
2 部局長は，前項の委託申込書を受理したときは， 受託
研究計画書（様式第 2号） を作成し，委託申込書を添付
して，学長に申請するものとする。
（受入れの決定）
第5条 学長は，前条の申請に基づき，第3条の条件を審
査のうえ受入れを決定し，その旨契約担当官に通知する
ものとする。
（受託契約〉
第6条 契約担当官は，前条の通知により受託研究契約を
締結するものとする。
2 本学における受託研究契約書は，様式第3号に定める
報
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第7条 受託研究を担当する職員（以下 「研究担当者」と
いう。〉 は，当該研究を中止し， または，その期聞を延
長女る必要が生じたときは，ただちに部局長を経て学長
に報告し， その指示を受けなければならない。
2 学長は，前項の報告により受託研究の遂行上やむを得
ないと認めるときは，これの中止，または， その期間の
延長を決定し， その旨契約担当官に通知する も の と す
る。
（歳出予算の繰越等）
｜ 第8条 学長は， 研究期間の延長宏決定する場合において
歳出予算の繰越し，または，繰越明許費にかかる翌年 度
にわたる債務負担の手続きの必要があるときは，当該手
続きが完了したのちに決定しなければならない。
（研究の報告）
第9条 研究担当者は，当該研究が完了したときは，その
成果を部局長を経て学長に報告しなければならない。
2 部局長は，受託研究の結果を委託者に報告しようとす
るときは，前項により学長に報告したのち，研究担当者
をして行なわせるものとする。
3 部局長は，受託研究の成果を公表しようと す る と き
は，学長の承認を得て研究担当者に行なわせるものとす
る。
附 則
この規則は， 昭和4 5年 8月 7日から施行する。
様式第 1号
昭和 年 月 日
富 山 大 学 長 殿
委託者，住所，職業，氏 名
委 託 研 究 申 込 書
富山大学受託研究取扱規則第3条第 2項に掲げる条件を
道守のうえ，下記により研究を委託したいので 申 込 み ま
す。 記
1 研究題目および内容
2 研究経費
金 円也
3 委託条件
研究担当者
研究期間 自昭和 年 月 日 至昭和 年 月 日
研究用資材，器具等の提供
その他
第 EコでT
受 託 研 究 計画書
部局 名
委託しようとする者の住所，職業，氏 名
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昭和45年 8・9月
2 研究題目および内容
3 委託金額
金 円也
4 研究担当者，官職氏名
5 研究期間
自昭和 年 月 日
至昭和 年 月 日
6 研究経費内訳
学
科 目 ｜ 金 額 ｜ 摘 要 i
7 その他参考 事項
昭和 年 月 日
上記のとおり提出します。
部局 長名
様式第3号
受 託 研 究契 約 書
回
受託者富山大学 （以下「甲」という。） と委 託者 （以下
「乙」という。）は次の条項によって受託研究契約を結ぶ
ものとする。
第 1 条 申は，次の受託研究を乙の委 託により実施 するも
のとする。
研究題目
2 研究目的および内容
3 研究に要する経費
4 研究期間 昭和 年 月 日から 昭和 年 月 日
までとする。
5 提供物品
第 2 条 乙は前条の研究に要する経費 （以下「研究費」と
いう。〉を昭和 年 月 日までに富山大学歳入徴収官
の発する納入告知書により納付しなければならない。
なお，納期までに研究費を納付しないときは， 納期 日
の翌 日から納付までの日数に応じ，その未納額に年8.25
%の割合で 計算 した延滞金を甲に対し納付しなければな
らない。
第3 条 甲は乙が納付した研究費はこれを返還しないもの
とする。
た？とし，やむを得ない事由により受託研究を中止し，
または延期する場合において，甲が必要と認めるときは，
不用となった額の範囲内で、その全 部または一 部を返還す
ることがある。
第4条 甲は納付された研究費に不足を生じた場合には乙
と協議し，その不足額を乙に負担させることがある。
第5条 乙は第1条の受託研究を一方的に中止することは
できない。
第6条 受託研究の結果，工業所有 権等の権利が生じた場
合には乙に対しこれを無償で使用させ， または譲与する
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ことはできない。
第7条 研究費により取得した設備等は甲に帰属 するもの
とする。
第8条 甲は受託研究遂行上やむを得ない事由があるとき
は， 受託研究を中止し， または研究期聞を延長すること
ができるものとする。 この場合において甲はその責を負
わないものとする。
第9条 第1条の提供物品の搬入および据付に要する経費
は乙の負担とする。
第1 0条 甲は受託研究が終了したときは，提供物品を研究
終了時点の状態で乙に返還するものとする。 この場合に
おいて撤去および搬出に要する経費は乙の負担とする。
第11条 乙の提供物品にかしがあったことに起因して甲が
損害をこうむったときは， 乙は甲の損害を賠償するもの
とする。
第12条 甲は受託研究が完了したときは， その結果を乙に
通知するものとする。
第13条 この契約に定めのない事項について， これを定め
る必要があるときは， 甲， 乙協議して定める も の と す
る。
以上の約定を証するものとして， 本契約書 2通を作成
し，双方で各1通を所持するものとする。
昭和 年 月 日
機式第4号
甲 契約担当官
乙
第 号
昭和 年 月 日
殿
契約担当官 回
受 託 研 究契 約 通 知書
昭和 年 月 日付第 号で依頼のあった委 託
研究の受入れについては別紙契約書写のとおり契約したの
で通知します。
諸
第11 固評議会（8月7 日）
（審議事項）
.A. ;i;i; 議
(1) 富山大学受託研究員規則の制定について
(2) 富山大学 受託研究取扱規則の制定について
（劫富山大学問題対策本部に関する規則を廃止する規則
の制定について
(4) 経済学部教官選考 内規について
（報告事項）
(1) 昭和46年 度富山大学大学 院薬学研究科 （ 修士課程）
学生募集要項について
第129・130号
位）富山大学 名誉教授に関する規程について
(3）経済学部教官選考内規 について
(4）教官人事 について （工学部 ， 教養 部）
（報告事項）
(1) 国大協第3 ，第4常置委員会の報告について
(2）生協の現、況について
第3 回大学院委員会 （9月 26日）
（審議事項）
報
(1) 昭和46年度 富山大学大学院工学研究科 （修士課程 〉
入学試験合格者の選考について
(2) 昭和46年度 富山大学大学院工学研究科〈修士課程 〉
学生募集要項について
第12困評議会 （8月28日）
（審議事項）
(1) 昭和45年度 当初学内予算配分案について
(2) 名誉教授の称号授与の手続き について
(3）経済学部教官選考内規 について
第13回評議会 （9月11日）
（審議事項〉
(1）富山大学評議会，協議会の規則について
学昭和45年8月・9月
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東海・北陸地区国立大学長会議
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り，東海・北陸地区10 国立大学の学長・事 務局長 が参加し
9月 29日. 30 日の両日にわたり開催された。
議題は，一般教育の改善について
国大協の あり方について
で，大学設置基準の一部改正なども あって，各大学の 状
況などの 説明があり，熱心に討議 がかわされた。
教養部 における大学 開放講座は昭和42年度に続いてこ れ
が2回目である。この講座は， ひろく一般市民の文化教養
を高めることを目的とし，人文・社会・自然の分野にわた
り，でき るだけ平易に 講義 し，併せ て質疑応答などをもっ
て，市民的素質の向上をはかる ため に企画されたものであ
る。
従って，学生，サラリ』マン ， 自家営業といった広い階
層にわたり，年齢も20才未満から60才台のひとにわたって
いることが特筆すべき点であった。
記
県民のための開放講座
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経済学部長の改選
石瀬経済学部長の任期満了に伴う経済学部長候補者の選
挙は8月2 9日経済学部長室で、行なわれた。その結果新田隆
信教授が次期経済学部長候補者に決定，9月30日付け で就
任した。
新閏経済学部長は，昭和16年12月東京帝国大学 法学部 法
律学科，18年9月間学部政治学科を卒業し，引き続き同大
学院に在学 ，昭和22年4月富山師範学校講師に就任，同26
年3月富山大学助教授， （教育学部 ） 同29年6月経済学部
に国置換，同45年8月経済学部教授に昇任した。
この 間昭和42年10月 から1 年間連合王 国 ，アメリカ合衆
国等へ文部省在外研究員として出張した。
専門は憲法 ， 「リヒテンシュタインの憲法」， 「コ毛ン
ズ，資本主義の法律的基礎」等の著訳書があ る。当年53才
報諸内...... ・r
講座の名称第15回東海・北陸地区国立大学 長会議は本学の当番によ
昭和45年 8月・9月
開設期 間 昭和45年8月18日～9月11日
開 講日程 毎週火・木・金曜日
午後6時より同8時 30分まで
募集人員 約100名
会 場 富山本願寺会議室
受 講 料750円
学
月 日 ｜ 曜 ｜ 講 師名 ｜ 題 名
8月18日 ｜ 火 梅原 隆章 ｜ 史料に基く親鷲伝
8月20日 木 広田
8月21日 金 。 。 E
8月25日 火 柿岡 時正 哲学思想史
8月28日 金 平田 一郎 ゲ』テと女性
9月 1日 火 ｜ 上野 英雄一文学の諸問題
g月 3 日 木 藤井 昭二 風 土
9月 4日 金 ニ神 弘 都市問題
9月 7 日 月 河野 昭一 現代社会と生態学の役割
9月8 日 火 上野 英雄 リノレケと堀辰雄
9月1 0日 木 小森 典 イギリスの現代詩について
9月11日 金 梅原 隆章 日本現代史
東海・北陸地区学生補導厚生研修会
第39回東海・北陸地区学生補導厚生研修会は本学の当番
により，東海北陸地区国・公・私立大学の厚生補導業務に
たずさわる教職員 74名の参加を得て，去る9月1日から 3
日まで，富山県民会館で、行なわれた。開会式にヨ｜き続き，
「学生の健康管理について」富山市民病院副院長石田礼二
氏の特別講演があり，午後はシンポジュ』ム， 「最近の学
生運動」について，富山ユネスコ協会長中井精一， 日本海
ガス株式会社社長， 富山県教育推進連盟会長新田嗣治朗，
金沢大学教授丸芳十郎の各氏により本学の酒井学生部長の
司会で、行なわれた。 また 分科会は， 4分科会にわかれ， 学
生の厚生補導に関する当面の諸問題について，それぞれ，
連日熱心に，時間の過ぎるのも忘れ，討論が交され，国立
・公立・私立とそれぞれ異なった実状で－あるが，学生運動
に関し ては，全く同じ問題点もあり，従来の研修会には見
られなかったほど有意義のうちに無事終了した。
大蔵省（北陸財務局）国有財産実地監査
本学の固有財産について，大蔵省（北陸財務局）の国有
報 第129・130号
財産実地監査が行なわれた。 今回の監査は最近における土
地問題に関する社会的要請にこたえるため，固有財産の利
用状況等の実態をは握し，今後における固有財産の管理処
分の適正化に資することが目的とされ，書類監査および現
場監査の両面にわたり，下記のとおり行なわれた。
記
1 . 監査実施期 日 昭和45年9月17日（木）～9月18日（金）
2. 監 査 担 当 官 首席国有財産監査官 神谷文夫
固有財産監査官 田中梅二郎
3 . 監査対象財産 文部省所管国立学校特別会計所属の国
有財産のうち
イ，国立大学の教育研究施設としての
農場及び薬草園
ロ，省庁別宿舎（国家公務員宿舎法第
5条に規定する宿舎〉
ハ，普通財産
4. 監盗事項 イ，財産管理の状況
ロ，協議等の処理状況
へ国有財産事務運営の状況
学位取得者
取 得 者 工学部講師三日市政司
取 得学位 工学博士（東北大学）
取得年月日 昭和45年6月 3 日
学位論文 中心に円筒導体を有するノレ」プアンテナに関
する研究
取 得 者 教育学部 助教授 中川昨
取 得学位 医学博士（久留米大学）
取得年月日 昭和45年7月 1 日
学位論文 ピタミンB，欠乏時におけるラット肝細胞の
蛋白合成の変化
取 得 者 薬学部 助手 棚田成紀
取 得学位 薬学博士（東京薬科大学）
取得年月日 昭和45年9月30日
学位論文 架橋デキストランの膨潤とゲノレ伊過に関する
基礎的研究
叙 位 叙 勲
教育学部教授 故大場友次
正四位勲四等旭日小綬章を授ける
昭和45年9月25日内閣
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富山地区R連盟排球大会
実施月日 昭和45年8月28 日 （金）
場 所 富山大 学体育館
参加機関 7機関（8チーム）
入 賞 優勝 富山大学A
次勝 富山財務部
三勝 富山工 業高等専門学校
三勝富山少年鑑別所
文部教官大場友次教授逝去
教育学部教授大場友次氏は，急性心臓麻癖のため， 9 月
2日 自宅に おいて逝去されました。
ここ に謹んで哀悼の意を表します。
先生は，昭和9 年3月京都帝国大学経済学部を卒業，同
年4月南満洲鉄道株式会社 に入社，大連，北京，長春に お
いて，中国 の満洲， 華北方面の経済調査に 従事，経戦によ
り昭和22年3 月引揚げ， 同年4月富山県立雄峰中 学校教諭
心得となり，同23年5月富山師範学校講師として勤務 ，同
24年6 月，富山師範学校講師兼富山大学教育学部講師，同
26年3 月富山大学教育学部講師，同29 年12月富山大学教育
学部助教授を経て， 同45年 7月教授に 昇任今日に至った。
大学創設以来社 会科教育 の育 成 ・充実に尽力し，またその
専門とする経済学，特に経済政策に関する研究には，資本
主義経済とツ連経済との比較研究 によって，新しい将来の
経済学 の方向を示唆提供する優れた成果を挙げ，教育 ・研
究 に多大 の貢献をなした。昭和45年9 月25日付正四位勲四
等に叙せられ， 旭日 小綬章を授与せられた。享年58才富山
県出身
名誉教授中沖太七郎氏逝去
本学名誉教授中沖太七郎氏は，肺炎 のため 9月25日済生
会富山病院で逝去されました。
｜ ネパ � 1レ・ ヒマラ ヤ地域 の 1 45 r 2s 
1 地球科学的研究 および調査 I 45.10.25 
ここに謹んで哀悼の意を表します。
先生は，大正7年4月富山薬学専門学校 を卒業， 同年5
月富山県吏員，同年8月長野県吏員を経て同年1 1月富山薬
学専門学校助手， 同1 0年5月同校 助教授，同 16年8月同校
教授， 同25年4月富山大学薬学部教授となり，かたわら同
3 4年6月には薬学部長事務 代理 を同年9 月 附属 図書館長を
兼ね同3 7年1月薬学部長 に就任し，同3 7年3月停年により
退 職 し同年4月富山大学名誉教授の称号が授与され引き続
き本学非常勤講師となりあわせて株式 会社広貫堂嘱託とな
り今日 に至った。多年に 亙り教育，研究に 従事し，さら に
大学 の管理， 運営 に，また富山県 家庭薬産 業の発展に 貢
献した。昭和25年富山県文 化賞，同 45年4月勲三等瑞宝章
を賜った。
職 員 消 息
＜新任者＞
経済学部
助 手 小島 満
く住所変更〉
学生部学生課
文部事務 官 麻生 友治
文理学部
文部事務 官 野田 敏明
技 能 員 酒井 実
文 部技官 五十嵐清平
教育学部
教 諭 久米 敏雄
// 村田 正義
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主 要 日 誌
｜本 部｜
8月 7 日 第11 回評議会
22 日～2 3日 学生部 レクリェージョン（蒲田温泉）
2 8日 第12 回評議会
31日 東海・北陸地区厚 生 補導研修会運営委員会
31 日～ 9月 31日 昭和45年 度（ 第7 回）東海北陸地区国立
学校等会計事務職員研修（於焼津青年の家〉
9月1 日～3 日 東海・北陸地区厚 生補導研修会（於富山
県民会館）
9 日 新樹寮 生健康診断
1 0日 授業料減免選考委員会
11 日 第2 回 入学 試験管理委員会
第13回評議会
12 日～ 13日 庶 務部 レクリェージョン（下呂温泉）
15 日～1 0月 3日昭和45年 度 第2 1回文部省会計事務特別
研修（於オリンピック記念青少年 総合センター〉
17 日～ 18日 大蔵省 （北陸財 務局）国有財 産 実地監査
19日 第2 0回 北陸三県大学学生芸術交換祭 第1 回 運営
委員会
25 日 文化 部会
26日 第 3 回大学院 委員会
2 8日～2 9日 広報編集 委員会（仮称〉
2 9日～ 30日 第15 回東海・北陸地区国立大学長会議
文理学部
8月1 7日 教授会 人事教授会
2 0日 立山研究室閉鎖
2 3日 文 理学部同窓会総 会（於高志会館）
9月 1 日 理学科授業開始
7 日 文学科授業開始
9 日 定期健康診断 文学科教官会議 西洋史 学選考
委員会
16 日 教授会 人事教授会
1 9日 レクリェ』ション（浅間温泉・黒四ダム）
25 日 学部 補導 委員会 真卒会役員会
26 口 文学科前 学期 授業終了
教育学部1
8月 1 日 附属学校 運営委員会
17 白 人事教授会
26 日～2 7日 日本教育大学協会北陸地区 第二 部会音楽
科 研究協議会（於信州大学〉
報
27 日～2 8日 附属 小 学校林間学校
2 8日 予算委員会
第12 9・130号
2 9日～ 30日 呉山 会レクリェーション（芦原温泉）
31 日 附属 学校 運営委員会
9月 1 日 附属 小 学校・附属 中学校・附属幼稚園始業式
2日 教授会 補導 委員会 教務委員会
5 日 教育実習 委員会
7 日 附属小 学校・附属中 学校教育実習開始
9 日～1 0日 会国国立大学教員養成学部事務 長協議会
（於愛媛大学）
12 日～1 3日 呉山 会レクリェージョシ（芦原温泉）
14 日 職 業補導 委員会 教務・補導合同委員会
16日 教務委員会 教授会 人事教授会
24 日 予算委員会
2 8日 学部図書 委員会 附属中 学校教育実習 終了
2 9日 教務・補導合同委員会
30日 教務委員会 教 授会 人事教授会
｜経済学部｜
8月5 日 第18回 教授会 第1 3回 教務委員会
7 日 第14 回 教務委員会
17日 第1 9回 教授会
26 日 学部補導委員会
2 9日 経済学部長候補者選挙 新田隆信 教授を次期学
部長候 補者に決定した。
第2 0回 教授会
9月2 日 第21 回教 授会 第15 回 教務委員会
8 日 第16 回 教務委員会
16 日 第22 回 教授会 第17回 教務委員会
24 日 第2 3回 教授会 第18回 教務委員会
｜薬 学 部｜
8月 17 日 教授会
18日 人事教授会
19日 教授会
26 日 教授会
9月 9 日 教授会
1 8日 学部図書委員会
24 日 教授会 薬学研究科委員会
25 日 学部図書 委員会
30日 和漢薬研究施設運営委員会
｜工 学 部｜
8月 4 日 学科主任会議
5 日 一般教授会 専任 教授会
2 3日 金沢大学工学部とのスポーツ交歓会
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昭和45年8 月・9 月
9月 2日 専任教授会工学研究科委員会
4日 専任教授会
10日 教務委員会
16日 一般教授会 工学研究科委員会
17日 学 部学生 （補導）委員会
学
19日～20日 教職員 レクリェーション（片山津温泉〕
24日 ～25日 大学 院工学研究科入学 試験
26日 工学研究科委員会
教 養 部
8 月 1日 2 年生2期試験終了
3日 2年生夏季休業
17日 教授会 教授の みの教授会
18日 大学 開放講座の 開設 （9 月11日まで， 於富山本
願寺）
9 月 1日国立 大学教 養（学 ）部 事務 〈部 ）長会議（於北海道
大学 ）
2日 ～3日国立大学 教養 （学 ） 部 長会議 （於北海道
大学）
8 日 教務委員会 補導委員会
9日 教授会
16日 教授の みの教授会
26日～ 27日 教職員レクリェ』ジョン（奥能登）
29日 紀要委員会 教務 委員会
3 0日 教授会 教 養部 図書委員会
附属図書館
8月 4日 事 務打合会
6日 北信越・東海・近畿地区新しい大学 図書館像の
特別委員会（於京都大学附属図書館）
18日 事 務打合会
25日 県内大学・高専図書館研修会 事 務打合会
3 1日 事務 打合会
9月 1日 事 務打合会
3日 図書館職員と館長 との 懇談会
10日 ～11日 東海・北陸地区著作権講習会 （於石川県
教育センタ』）
1 6日 情報管理講習会（於富山県民会館）
17日 事務 打合会
21日 図書館 商 議会
26日～27日 職員 レクリェージョン（上山田温泉）
29日～10 月2日国立大学 図書館協 議会理 事 会・ 総 会
（於高野山大学 ）
｜経営短期大学部｜
9月7 日 授業開始
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12目 前 期授業修了
16日～22日 期 末試験
17日 教授会
編集
富山大学庶 務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
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